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新
郷
地
区
連
合
町
会

は
、
町
会
相
互
の
交
流

と
親
睦
を
図
り
、
よ
り

充
実
し
た
自
治
活
動
を

目
指
す
た
め
、
令
和
６

年
度
の
視
察
研
修
旅
行

を
、
11
月
12
日
か
ら
13

日
の
１
泊
２
日
で
行
っ

た
。

　

視
察
は
ま
ず
、
日
本

で
唯
一
時
速
５
０
０
km

の
世
界
を
走
行
す
る
超

電
導
リ
ニ
ア
を
間
近
で

体
感
で
き
る
、
山
梨
県

立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン

タ
ー
に
赴
い
た
。

　

超
電
導
リ
ニ
ア
は
、

超
電
導
磁
石
を
活
用
し

た
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー
の
こ
と
。

　

リ
ニ
ア
は
、
最
高
時

速
５
０
０
km
で
走
行
し

て
、
東
京
と
大
阪
を
約

１
時
間
で
結
ぶ
こ
と
が

で
き
る
予
定
。

　

全
長
17
ｍ
リ
ニ
ア
と
、

山
梨
の
未
来
の
ジ
オ
ラ

マ
。
時
速
５
０
０
km
の

感
覚
を
得
ら
れ
る
リ
ニ

ア
シ
ア
タ
ー
。
山
梨
リ

ニ
ア
実
験
線
の
走
行
試

験
が
見
ら
れ
る
見
学
ラ

ウ
ン
ジ
。

　

実
験
と
装
置
で
体
験

学
習
！
超
電
導
リ
ニ
ア

の
し
く
み
。

  

磁
気
浮
上
走
行
が
体
感

で
き
る
ミ
ニ
リ
ニ
ア
。

　

リ
ニ
ア
の
走
行
試
験

を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
野

外
見
学
テ
ラ
ス
を
体
験
。

　

２
０
０
３
年
に
鉄
道

の
世
界
最
速
記
録
（
当

時
）
５
８
１
km
を
樹
立

し
た
実
車
両
展
示
。

　

ど
れ
も
こ
れ
も
目
か

ら
鱗
が
落
ち
る
も
の
ば

か
り
で
、
50
年
に
わ
た

る
リ
ニ
ア
開
発
の
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
い
で
、「
庭
園
旅
日

記
勝
沼
庭
園
」
に
行
き
、

大
温
室
の
中
で
は
ハ
ー

ブ
の
優
し
い
香
り
に
包

ま
れ
夢
ご
こ
ち
の
よ
う

な
体
験
が
で
き
た
。　

　

さ
ら
に
最
後
に
訪
れ

た
富
士
山
パ
ノ
ラ
マ

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
は
、

思
わ
ず
息
を
の
む
ほ
ど

の
、
富
士
山
と
河
口
湖

の
絶
景
に
皆
さ
ん
大
満

足
の
様
子
で
あ
っ
た
。　

　

見
聞
す
る
も
の
全
て

が
素
晴
ら
し
い
研
修
旅

行
で
あ
っ
た
。（
k
）

　

参
加
者
名
簿

　

中
山
久
仁
夫
・
小
堀
勝
一
（
本

蓮
）、
平
林
仁
・
渡
辺
秀
夫
・
山

崎
一
夫
（
東
本
郷
南
）、
宮
原
美

子
・
中
川
光
恵
（
榛
松
）、
正
田

威
・
長
谷
部
秋
仁
・
渡
辺
秀
人
（
大

東
）、
寺
本
正
和
・
古
川
鑯
郎
（
東

本
郷
台
）、
関
根
和
雄
・
村
津
孝

徳
（
赤
井
）、
大
場
茂
樹
・
高
橋

富
士
夫
（
新
堀
）、
遠
藤
太
嘉
志
・

櫻
井
ひ
と
み
（
峯
）、
橋
本
有
子

（
前
野
宿
）、
高
橋
浩
二　
（
事
務

局
）
敬
称
略

　
　

新
郷
地
区
連
合
町
会
研
修
旅
行

超
電
導
で
走
る
リ
ニ
ア
カ
ー
見
学

　

11
月
16
日
、
地
域
交

流
の
会
（
会
長
＝
千
葉

正
吾
さ
ん
）
は
本
蓮
町

会
会
館
で
、
墨
花
舎
書

道
塾
長
の
石
川
み
ど
り

先
生
の
揮
毫
〈
き
ご
う
〉

イ
ベ
ン
ト
と
懇
親
会
を

開
催
し
た
。

　

作
品
は
、
真
楽
（
ま

こ
と
に
楽
し
む
）、
枕
草

子
よ
り
（
春
は
あ
け
ぼ

の
・
夏
は
夜
・
秋
は
夕

暮
れ
・
冬
は
つ
と
め
て

雪
の
降
り
た
る
は
い
ふ

べ
き
に
も
あ
ら
ず
）、
懐

（
ふ
と
こ
ろ
・
な
つ
か
し

い
）
を
巧
み
な
筆
使
い

で
、
独
特
の
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
書
に
つ
い

て
感
想
を
、
立
石
泰
広
・

永
瀬
秀
樹
・
萩
原
一
寿

県
議
、
前
原
博
孝
・
後

藤
留
美
・
藤
島
と
も
子

市
議
、
奥
ノ
木
信
夫
市

長
の
小
見
山
祐
紀
秘
書

が
述
べ
た
。

　

ま
た
、
新
藤
義
孝
衆

議
院
議
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
楽
し
い
歓
談

の
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

石
川
先
生
は
「
書
」

を
メ
イ
ン
と
し
た
「
企

業
様
向
け
社
訓
・
理
念

制
作
」「
書
に
関
す
る
物

販
・
販
促
」「
書
道
教
室
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
交
流
の
会

石
川
先
生
の
揮
毫
と
懇
親
会

冬の交通安全事故防止運動
　

12
月
３
日
、
武
南
警

察
署
（
署
長
＝
藤
木
渉

さ
ん
）
は
、
冬
の
交
通

安
全
事
故
防
止
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
イ
ベ

ン
ト
を
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
川
口
で
開
催
し
た
。

　

お
巡
り
さ
ん
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
や
交

通
安
全
講
和
「
ぶ
に
ゃ

ん
君
の
歌
謡
祭
」
が
行

わ
れ
、
署
員
の
演
奏
（
写

真
）
で
は
、
交
響
曲
第

９
番
・
ア
ベ
マ
リ
ア
・

サ
ン
タ
が
ま
ち
に
や
っ

て
く
る
・
花
は
咲
く
な

ど
を
演
奏
れ
さ
た
。

　

ま
た
「
横
断
歩
道
は

歩
行
者
優
先
」「
自
転

車
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
」

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
な

ど
コ
ン
ト
で
披
露
し
た
。

　

帰
り
に
参
加
者
は
、

反
射
材
や
フ
ァ
イ
ル
、

注
意
の
チ
ラ
シ
等
多
く

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
い

た
。

　

新
郷
か
ら
、
大
塚
勇

吉
さ
ん
、
安
西
孝
明
さ

ん
が
参
加
し
た
。
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令
和
６
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
武
南
交
通
安
全
協
会
　
　「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　
川
口
市
防
犯
協
会

　

長
野
県
人
川
口
新
郷

会
（
会
長
＝
西
澤
聖
人

さ
ん
）
は
、
12
月
１
日
、

赤
井
町
会
会
館
で
忘
年

会
を
開
催
し
た
。

総
司
会
、
開
会
挨
拶

は
幹
事
長
の
山
崎
武
光

さ
ん
、
西
澤
会
長
挨
拶
、

事
務
局
の
西
澤
幸
子
事

務
局
長
が
報
告
。

そ
し
て
井
出
猛
副
会

長
の
乾
杯
挨
拶
で
和
や

か
に
会
食
。

参
加
者
26
名
は
１
年

間
の
行
事
を
振
り
返
っ

て
の
感
想
を
１
人
ず
つ

発
表
し
、
カ
ラ
オ
ケ
や

ビ
ン
ゴ
大
会
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
共
有
し
、
三

好
義
明
副
会
長
の
閉
会

挨
拶
で
今
年
の
幕
を
閉

じ
た
。写真

前
列
中
央
の
西

沢
会
長
と
、
故
郷
の
仲

間
の
皆
さ
ん
。

　

会
員
募
集
中
で
す
。

問
＝
０
８
０
（
５
４
２
４
）　　

　
　

９
９
３
８
井
出
ま
で

確定申告代行　還付･相続税等

(書類作成前の初回相談無料)
若林浩明税理士事務所
「若林浩明税理士　川口」で検索👈👈👈👈
川口市安行原2417-2　048-298-0701

長
野
県
人
会　
　

　

忘
年
会

　

七
瀬
さ
ん
川
口
市
展
に
出
品

早
船
さ
ん
、
後
藤
市
議
、
照
山
さ
ん
が
激
励

　

第
52
回
、
川
口
市
美

術
展
が
今
年
は
、
市
立

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ア
ト
リ
ア
で
、前
期
（
日

本
画
・
洋
画
・
工
芸
）

11
月
15
日
か
ら
21
日
ま

で
。
後
期
（
彫
刻
・
書
・

写
真
）
11
月
24
日
か
ら

11
月
30
日
ま
で
展
示
さ

れ
た
。オフ

ィ
ス
パ
ピ
ヨ
ン

＆
も
み
じ
代
表
の
、
七

瀬
怜
子
さ
ん
が
洋
画『
追

憶
』
を
出
展
さ
れ
た
。　
　

新
藤
義
孝
衆
議
院
議

員
秘
書
の
早
船
宏
さ
ん
、

新
郷
の
文
化
を
考
え
る

会
会
長
の
照
山
悦
子
さ

ん
、
後
藤
留
美
市
議
会

議
員
が
鑑
賞
さ
れ
た
。

　

後
藤
市
議
は
「
市
内

の
方
々
の
多
様
な
作
品

に
間
近
で
鑑
賞
で
き
、

心
豊
か
に
な
る
市
展
で

し
た
」
と
。

　
　

七
瀬
さ
ん
の
絵
の

前
で
、
左
か
ら
早
船
さ

ん
、
照
山
さ
ん
、
七
瀬

さ
ん
、
後
藤
さ
ん

　

五
穀
豊
穣
願
い
・
街
の
安
心
・
安
全
を
願
い

新
郷
地
区
各
町
会
で
餅
つ
き
大
会

本蓮町会（ 町会長＝中山久仁夫さん）
　前列から宮原美子榛松町会長、大場茂樹新堀町会長。後列左から中山町会長、新藤
義孝衆議院議員、米沢龍さん、瑞天龍さん、永瀬秀樹県議と、元気な子どもたち。

赤井町会（ 町会長＝関根和雄さん）
　前列左から平川道也さん、ふじしまともこ市議、粕谷笑子さん、村津孝徳さん。後列左から萩
原一寿県議、新藤義孝衆議院議員、関根町会長、永瀬秀樹県議、石島正文さん、相馬晃重さん。

新堀町会（ 町会長＝大場茂樹さん）
　前列左手前から、大場茂樹町会長、前原博孝江戸袋町会長、萩原一寿県議、新藤義
孝衆議院議員、宮原美子榛松町会長、前は中山久仁夫本蓮町会長、役員の皆さん。

東本郷台町会（ 町会長＝寺本正和さん）
　前列左から中山久仁夫本蓮町会長、寺本町会長、大場茂樹新堀町会長、平林仁東本郷南町会長　
後列左から大塚勇吉さん、大谷禎子さん、新藤義孝衆議院議員、永瀬秀樹県議、古川鐵郎さん。
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わ
た
る
ま
え
　
わ
す
れ
ず
か
く
に
ん
　
み
ぎ
ひ
だ
り
　
武
南
警
察
署
　
　
　
　 

と
い
う
電
話
は
詐
欺
　
　
　
武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

　

子
供
は
ど
う
し
て
あ
ん
な

に
も
動
き
回
れ
る
の
だ
ろ

う
、
自
分
も
あ
あ
し
て
動
き

た
い
！
と
羨
ま
し
く
思
っ
て

し
ま
う
よ
う
に
、
こ
の
頃
私

は
動
け
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
体
も
心
も
動
く
の
が

億
劫
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
間
は
動
き
な
さ
い
よ
。

テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
な
い

で
、
運
動
し
な
さ
い
よ
と
背

中
を
押
し
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
運
動
し
な
い
で

じ
っ
と
し
て
い
れ
ば
体
は
楽

だ
し
、
膝
や
腰
の
痛
み
を
我

慢
し
な
く
て
済
み
ま
す
が
そ

れ
で
は
心
身
が
衰
え
て
、
老

化
が
急
速
に
進
み
ま
す
。

　

反
対
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
を

す
る
と
か
、
歩
く
と
か
、
も

の
を
よ
く
噛
ん
で
顎
を
動
か

す
と
か
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ

て
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
う

と
か
、
最
近
あ
ち
こ
ち
に
あ

る
お
店
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受

け
る
と
か
、
あ
る
い
は
内
科

の
お
医
者
さ
ん
や
歯
医
者
さ

ん
に
出
向
い
て
体
の
ケ
ア
に

か
こ
つ
け
て
、
人
に
接
す
る

こ
と
も
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
何
で
も
い
い
か
ら
体
を

動
か
す
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
体
を
動
か
す
こ

と
で
身
体
中
を
流
れ
て
い
る

血
流
を
良
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
食
事
で
顎
を
た

く
さ
ん
動
か
す
、
他
人
と
た

く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る

こ
と
で
、
脳
に
血
液
を
た
く

さ
ん
送
れ
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

血
液
は
体
の
隅
々
に
酸
素

と
栄
養
を
送
り
続
け
る
だ
け

で
な
く
、
体
に
溜
ま
っ
た
老

化
物
質
を
外
に
出
す
役
目
も

し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
し
み
や
し
わ
、

疲
労
、
物
忘
れ
は
血
液
に
よ

る
身
体
の
お
掃
除
が
う
ま
く

い
っ
て
な
い
か
ら
で
す
。

　

運
動
す
る
こ
と
で
血
液
を

た
く
さ
ん
送
り
込
ん
で
、
体

を
掃
除
し
て
元
気
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 　
　
　

　

院
長　

岩
下　

一
三 

　　新郷地区交通安全連合会は、交通事故防止を図る為、地区内の小学校へ「交通安全横断幕」を贈呈した。
　新郷小学校の横断幕（上写真）。新郷南小学校には「危ないぞ　よそ見　手放し　事故のもと」
　東本郷小学校には「『いってらっしゃい』『おかえりなさい』温かい言葉で見守る交通安全」　
　　写真左から大塚勇吉さん、岡田直人教頭、萩原美紀校長、前原博孝新郷交通安全指導委員会会長、中山久　　　
　仁夫武南交通安全協会会長、吉田省三さん。　

交通安全横断幕を３小学校に寄付

説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。ま

た
、
雨
水
貯
留
施

設
を
議
会
に
て
推
し
進

め
て
い
る
こ
と
も
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
来

年
度
に
は
、
完
成
予
定

で
あ
る
こ
と
も
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
初
心
を

忘
れ
ず
に
、
引
き
続
き

市
政
と
地
域
の
発
展
に

尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

僕
ら
し
く
！
」
と
話
さ

れ
た
。

写
真
は
同
後
援
会
提
供

飯
塚
市
議
議
会
報
告
会

　

11
月
17
日
、
新
郷
公

民
間
ホ
ー
ル
で
、「
飯
塚

市
議
市
政
報
告
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

飯
塚
孝
行
市
議
は「
私

の
市
政
報
告
会
の
開
催

に
当
た
り
、
多
く
の
来

賓
と
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
越
し
い
た
だ
き
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。　新

郷
東
部
第
２
土
地

区
画
整
理
事
業
へ
の
職

員
増
員
、
民
間
委
託
、

事
業
費
の
大
幅
増
額
等
、

川
口
市
議
会
議
場
に
て

質
問
を
し
、
大
き
く
前

進
し
て
い
る
こ
と
を
ご

　

10
月
24
日
、
第
55
回
新
郷
地
区

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
会

長
＝
渡
辺
智
之
さ
ん
）
が
新
郷
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

★
男
子
◇
優
勝
＝
押
田
恒
夫
（
榛

松
）
◇
準
優
勝
＝
樋
口
短
男
（
江

戸
袋
）
◇
３
位
＝
三
井
宏
次
朗
（
赤

井
）
◇
４
位
＝
坪
井
利
勝
（
本
蓮
）

◇
５
位
＝
森
本
良
信
（
赤
井
）

★
女
子
◇
優
勝
＝
坪
井
久
子
（
本

蓮
）
◇
準
優
勝
＝
伏
木
洋
子
（
本

蓮
）
◇
３
位
＝
押
田
種
美
（
榛
松
）

◇
４
位
＝
倉
持
と
も
（
新
堀
）
◇

５
位
＝
永
井
イ
ツ
子
（
赤
井
）

★
特
別
賞
＝
工
藤
定
司
（
赤
井
）

◇
２
位
＝
青
木
正
（
高
畑
）
◇
３

位
＝
吉
田
博
（
赤
井
）
◇
４
位
＝

山
野
恵
美
子
（
赤
井
）

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録
　

新
郷
地
区
連
合
町
会
ゴ
ル
フ
大

会
（
会
長
＝
澁
谷
昌
己
さ
ん
）
が

11
月
14
日
、
栃
木
県
日
光
市
ピ
ー

ト
ダ
イ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
行
わ

れ
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

★
個
人
▽
優
勝
＝
石
塚
照
久
（
榛

松
）
準
優
勝
＝
大
場
茂
樹
（
新
堀
）

３
位
＝
山
崎
一
夫
（
東
本
郷
南
）

４
位
＝
草
分
奈
津
美
（
新
堀
）
５

位
＝
金
子
信
茂
（
本
蓮
）
６
位
＝

櫻
井
昭
人
（
榛
松
）
７
位
＝
二
瓶

重
男
（
赤
井
）
８
位
＝
笠
原
洋
（
江

戸
袋
）
９
位
＝
渡
辺
幸
男
（
赤
井
）

10
位
＝
平
林
秀
彦
（
峯
）

★
団
体
▽
優
勝
＝
新
堀
町
会

準
優
勝
＝
榛
松
町
会

３
位
＝
本
蓮
町
会

★
特
別
賞
＝
男
子
ベ
ス
グ
ロ
賞
＝

大
場
茂
樹
（
新
堀
）
女
子
ベ
ス
グ

ロ
賞
＝
鈴
木
武
子
（
新
堀
）

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

大東町会（ 町会長＝正田威さん）
　前列左から若木博之さん、前山浩文さん。後列左から渡邊秀人さん、正
田町会長、長谷部秋仁さん、新藤義孝衆議院議員、永瀬秀樹県議

　左から鈴木希代子さん、田中照昌さん、鴇田勇喜さん、中里勝之助さん、平林栄子さん、
鈴木歳男さん、飯塚孝行市議、奥ノ木信夫市長、新藤義孝衆議院議員、立石泰広県議
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骨
粗
し
ょ
う
症
は
、

硬
い
は
ず
の
骨
が
ス
カ

ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
、

も
ろ
く
な
る
病
気
で
す
。

　

私
た
ち
が
年
を
と
る

に
つ
れ
て
、骨
量
は
ピ
ー

ク
時
の
半
分
以
下
に
減

少
し
、
転
倒
や
、
激
し

い
運
動
も
骨
折
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

特
に
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
は
、
閉
経
期
以

降
は
急
激
に
減
少
し
骨

を
溶
か
す
破
骨
細
胞
の

活
動
を
抑
制
す
る
力
が

あ
り
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

が
減
少
す
る
と
、
骨
芽

細
胞
が
過
剰
に
活
動
し
、

骨
芽
細
胞
に
よ
る
骨
の

生
成
が
追
い
つ
か
な
く

な
り
ま
す
。

　

閉
経
後
10
年
間
で 

骨

量 

脂
肪
を
生
成
す
る
体

の
能
力
が
ピ
ー
ク
レ
ベ

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（323

ル
の
80
％
に
減
少
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す 

。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く

含
む
食
品
に
は
、
乳
製

品
、
大
豆
製
品
、
小
魚
、

海
藻
な
ど
が
あ
り
ま
す
。　

　

血
中
カ
ル
シ
ウ
ム
濃

度
は
夜
間
に
減
少
し
、

一
定
に
保
つ
た
め
に
、

骨
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム

を
溶
か
し
ま
す
。

　

夜
は
摂
取
量
を
補
う

の
が
最
善
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
薬
剤
師

　
　
　

中
山  

久
仁
夫

骨
粗
し
ょ
う
症

あ
と
が
き

　

榛
松
町
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

新
藤
衆
議
院
議
員
、
県
議
、
市
議
ら

ＴＩＤＡ少年少女音楽隊
埼玉県１５３周年記念コンサート

11
月
17
日
、
榛
松
町

会
（
町
会
長
＝
宮
原
美

子
さ
ん
）
は
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
で
開
催
し
た
。

榛
松
太
鼓
の
大
迫
力

の
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。

開
会
式
に
は
、
新
藤
代

議
士
は
じ
め
県
議
市
議
、

各
町
会
長
等
大
勢
が
激

励
に
訪
れ
た
。

競
技
は
、
借
り
人
競

争
・
輪
投
げ
リ
レ
ー
・

段
ボ
ー
ル
運
び
・
引
っ

く
り
返
し
ゲ
ー
ム
が
行

わ
れ
た
。

午
後
は
、
防
災
講
座

を
行
い
、
更
に
卓
球
ク

ラ
ブ
の
体
験
、
お
楽
し

み
抽
選
会
で
楽
し
ん
だ
。

ピント写真クラブ新郷撮影旅行
　

ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ
ブ

新
郷
（
会
長
＝
粂
原
一

夫
さ
ん
）
は
、
10
月
29

日
「
秋
の
紅
葉
日
帰
り

撮
影
会
」
を
行
っ
た
。

前列左から、野村弘さん　宮原さん　新藤義孝さん、漆山隆さん　後列左から、小磯国昭さん　中川光恵さん　
萩原一寿さん　永瀬秀樹さん　幡野茂さん　飯塚孝行さん　岩根信司さん　岡村ゆり子さん　

埼
玉
県
の
北
西
部
に

位
置
す
る
小
鹿
野
町「
両

神
山
麓
花
の
郷
ダ
リ
ア

園
」
な
ど
に
行
き
、
撮

影
を
楽
し
ん
だ
。

　

11
月
10
日
、
カ
ル
ー

ソ
ホ
ー
ル
で
埼
玉
県

１
５
３
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｄ
Ａ
少
年
少
女

音
楽
隊
（
代
表
＝
金
刺

美
穂
さ
ん
）
が
、
新
郷

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
、

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
始

ま
る
よ
・
歓
喜
の
歌
・

フ
ニ
ク
リ
フ
ニ
ク
ラ
・

埼
玉
県
歌
」
等
、
合
唱

や
リ
コ
ー
ダ
ー
で
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
し
た
。

出
演
は
、
音
楽
隊
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ソ
プ

ラ
ノ
金
刺
美
穂‣

ゲ
ス

ト
出
演
の
萩
原
こ
ず
恵
・

ピ
ア
ノ
南
雲
彩
・
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
河
原
久
美
子
。　

　
　
　
（
敬
称
略
）

写
真
前
列
と
２
列
目

は
少
年
少
女
音
楽
隊
、

３
列
目
は
ゲ
ス
ト
出
演

者
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

右
端
は
永
瀬
秀
樹
県
議
。

　

本
紙
に
初
回
よ
り
、

広
告
で
ご
協
力
頂
い
て

い
ま
す「
千
葉
建
装(

株)

の
千
葉
正
吾
さ
ん
」
は

元
気
で
お
過
ご
し
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

各
町
会
の
餅
つ
き
大

会
、
今
月
号
で
掲
載
出

来
な
か
っ
た
町
会
は
来

月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　

峯
町
会
は
取
材
に
行

き
ま
し
た
が
、
全
世
帯

に
餅
を
配
布
し
た
後
で

し
た
。

　

本
紙
も
今
月
号
で
今

年
は
最
終
号
で
す
。

　

ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

来
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

☎

　

毎
年
恒
例
の
、
各

町
会
長
様
始
め
、
各

団
体
様
、
企
業
様
、

個
人
様
か
ら
名
刺
広

告
を
頂
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。　

　

今
回
も
「
新
郷
新

聞
」
制
作
費
や
印
刷

費
用
の
た
め
、
そ
し

て
地
域
新
聞
を
通
じ

て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
応
援
の

願
い
を
込
め
て
、
令

和
７
年
１
月
号
に
、

名
刺
広
告
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　

　

ま
た
、
新
た
に
、

ご
協
力
頂
け
る
方
、

ご
連
絡
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。　
　

☎
０
４
８
（
２
８
４
） 

　

５
７
７
９ 

☎
０
９
０
（
５
１
９
８
）　

　

７
２
５
１　
　
　
　
　
　

　
　
　

新
郷
新
聞
社

地
域
新
聞

　
応
援
の
お
願
い

横
断
歩
道
が
出
来
ま
し
た
！

　

11
月
22
日
、
萩
原
一

寿
県
議
会
議
員
と
、
幡

野
茂
市
議
会
議
員
が
、

江
戸
袋
に
あ
る
新
鮮
市

場
近
く
の
横
断
歩
道
を

視
察
し
た
。

　

萩
原
県
議
は
「
江
戸

袋
に
あ
る
新
鮮
市
場
江

戸
袋
店
そ
ば
に
地
域
の

要
望
で
横
断
歩
道
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
、
あ
ず
ま

橋
通
り
に
あ
り
、
車
の

往
来
が
激
し
く
、
多
く

の
方
々
か
ら
『
横
断
歩

道
が
必
要
』
と
の
話
を

頂
い
て
き
た
の
で
す
。

　

現
在
市
議
５
期
目
の

幡
野
茂
さ
ん
の
１
期
目

か
ら
の
要
望
で
し
た
。　

　

私
が
県
警
に
粘
り
強

く
要
望
し
続
け
た
結
果
、

漸
く
実
現
し
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
通
る
方
々

か
ら　
『
安
心
し
て
通
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
』
と

の
喜
び
の
声
が
あ
り
ま

し
た
」
と
語
ら
れ
た
。

　左から幡野茂市議、萩原一寿県議。
　

第
１
０
４
回
新
郷
地
区
Ｔ
Ｂ
Ｇ

大
会
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

★
男
性
Ａ
：
優
勝
＝
田
村
俊
実
▽

準
優
勝
＝
塚
田
完
▽
３
位
＝
片
野

愼
一

★
男
性
Ｂ
：
優
勝
＝
吉
田
泰
司
▽

準
優
勝
＝
長
沼
正
男
▽
３
位
＝
中

山
喜
代
次

★
女
性
Ａ
：
優
勝
＝
藤
田
み
つ
子

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

▽
準
優
勝
＝
大
出
の
り
子
▽
３
位

＝
佐
々
木
礼
子

★
女
性
Ｂ
：
優
勝
＝
佐
藤
貞
子
▽

準
優
勝
＝
佐
久
間
真
理
子
▽
３
位

＝
太
田
順
子

★
男
性
ベ
ス
グ
ロ
＝
種
子
勇
美
、

女
性
＝
佐
々
木
礼
子
（
敬
称
略
）


